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７
月
25
日
、
中
央
社
保
協
第
60
回

総
会
が
開
催
さ
れ
、
13
団
体
。
30
都

道
府
県
か
ら
68
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
住
江
憲
友
代
表
委
員
の

開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
山
口
事
務
局

長
が
総
会
方
針
（
案
）
を
提
起
。
討

論
で
は
、
22
人
が
発
言
（
文
書
発
言

含
む
）
し
、
全
国
各
地
の
運
動
を
交

流
し
ま
し
た
。

社
会
保
障
解
体
攻
撃
が
加
速
す
る

中
で
、
「
社
保
協
」
の
役
割
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
も
と
で
、
３
年

目
を
む
か
え
る
「
医
療
・
介
護
大
運

動
」
の
更
な
る
前
進
と
、
「
『
社
会

保
障
・
社
会
福
祉
は
国
の
責
任
で
す
』

を
前
面
に
打
ち
出
し
、
自
己
責
任
論

を
打
破
し
よ
う
」
の
運
動
方
針
を
確

認
し
ま
し
た
。

討
論
を
通
じ
て
、
熊
本
・
宮
城
県

の
代
表
は
、
被
災
地
の
現
状
と
被
災

者
医
療
・
介
護
減
免
措
置
の
実
態
、

大
阪
・
千
葉
・
山
梨
の
代
表
は
、
地

域
医
療
構
想
の
問
題
点
と
地
域
で
の

た
た
か
い
、
東
京
・
神
奈
川
か
ら
は

高
す
ぎ
る
国
保
料
な
ど
に
つ
い
て
発

言
し
、
「
払
え
る
国
保
料
、
介
護
改

善
、
貧
困
の
打
開
」
な
ど
へ
の
取
り

組
み
の
強
化
に
つ
い
て
深
め
ま
し
た
。

岐
阜
県
代
表
は
、
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
な
ど
を
通
じ
て
「
自
分
た
ち
の

ま
ち
の
社
会
保
障
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
６
地
域
社
保
協
が
結
成
・
再

建
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
、
引
き
続

き
、
地
域
社
保
協
を
結
成
し
て
い
く

決
意
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
「
戦
争
へ
の
道
を
や
め
さ

せ
、
生
存
権
を
守
る
共
同
を
広
げ
よ

う
」
の
総
会
ア
ピ
ー
ル
を
確
認
し
終

了
し
ま
し
た
。

な
お
、
東
京
社
保
協
と
し
て
、
第

44
回
社
保
学
校
で
寄
せ
ら
れ
た
、
熊

本
支
援
カ
ン
パ
を
、
直
接
、
熊
本
社

保
協
の
代
表
に
手
渡
し
ま
し
た
。

東
京
民
医
連
は
７
月
23
日
、
経
済
的
事

由
に
よ
る
手
遅
れ
死
亡
事
例
調
査
・
報
告

集
会
を
開
催
し
79
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
集
会
は
、
こ
の
間
、
全
日
本

民
医
連
が
継
続
的
に
調
査
し
て
き
た
「
手

遅
れ
死
亡
事
例
」
を
東
京
の
中
で
共
有
し
、

今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て
い
く
目
的

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
東
京
報
告
８
事
例
の
内
「
お

金
が
無
く
保
険
料
を
払
う
こ
と
が
出
来
ず
、

無
保
険
で
受
診
抑
制
し
て
い
た
」
事
例
な

ど
３
事
例
を
取
り
上
げ
、
事
例
の
ポ
イ
ン

ト
を
報
告
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
問
題
な

ど
に
つ
い
て
東
京
社
保
協
な
ど
の
専
門
家
が

丁
寧
に
解
説
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
す
ご
く
良
い
学
び
に
な

り
ま
し
た
」
「
保
険
証
が
意
味
す
る
も
の
を
医

療
に
関
わ
る
者
と
し
て
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
感
じ
た
」

「
自
己
責
任
・
自
助
が

社
会
的
認
識
と
し
て
あ

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。（

集
会
報
告
書
よ
り
）



７
月
20
日
、
渋
谷
社
保
協
は
渋

谷
駅
西
口
モ
ヤ
イ
像
前
で
「
な
ん

で
も
相
談
会
」
を
、
６
団
体
12
人

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
70
代
の
男
性
か
ら
の

「
離
婚
し
た
子
ど
も
へ
の
遺
産
相

続
」
に
関
す
る
相
談
や
、
定
職
に

つ
い
て
お
ら
ず
、
都
内
を
放
浪
し

て
い
る
37
歳
の
男
性
は
、
生
活
保

護
に
関
し
て
役
所
の
相
談
に
行
っ

た
が
、
そ
の
時
、
「
住
民
票
が
あ

る
自
治
体
で
な
い
と
取
れ
な
い
」

「
実
家
が
持
家
だ
と
申
請
し
て
も

許
可
さ
れ
な
い
」
な
ど
な
ど
、
誤
っ

た
対
応
を
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
対
応
し
た
弁
護
士
が
、

渋
谷
で
も
申
請
で
き
る
と
話
し
ま

し
た
が
、
「
受
給
し
な
い
」
と
頑

な
な
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。
困
っ

た
ら
い
つ
で
も
相
談
に
乗
る
か
ら

と
、
弁
護
士
の
名
刺
を
渡
し
ま
し

た
。今

回
は
３
件
の
相
談
で
し
た
。

ま
た
来
月
に
「
な
ん
で
も
相
談
会
」

を
開
催
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

（
嘉
瀬
秀
治

事
務
局
長
）

平
成
28
年
度
・
八
王
子
市
第
１

回
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
が

７
月
21
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
運
協
」
を
傍
聴
し
ま
し
た
の
で
、

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

①
平
成
27
年
度
の
国
保
加
入
実

態
の
特
徴
は
、
被
保
険
者
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、

７
歳
か
ら
64
歳
の
現
役
及
び
そ
の

家
族
の
世
代
の
減
少
が
大
き
く
、

前
期
高
齢
者
は
増
加
し
た
。

②
平
成
27
年
度
歳
入
見
込
み
で

は
、
被
保
険
者
数
の
減
少
に
よ
り

国
保
税
収
が
減
少
し
、
療
養
給
付

交
付
金
が
減
少
し
て
い
る
。

③
国
保
税
収
納
率
及
び
法
定
外

繰
入
に
つ
い
て
は
別
表
の
通
り
で
、

収
納
率
は
若
干
改
善
し
、
法
定
外

繰
入
は
増
加
し
て
い
る
。

④
平
成
28
年
度
予
算
で
は
、
今

年
度
か
ら
保
険
料
を
所
得
割
で
０
・

６
％
、
均
等
割
３
５
０
０
円
値
上

げ
し
た
が
、
市
側
の
説
明
で
は
、

２
方
式
の
多
摩
各
市
と
の
比
較
で
、

八
王
子
市
は
所
得
割
６
位
、

均
等
割
４
位
。
23
区
・
中

核
市
等
類
似
市
と
の
比
較

で
は
低
い
料
率
と
説
明
さ

れ
た
。
（
た
だ
し
、
所
得

割
は
最
低
位
、
均
等
割
は

最
高
位
）

⑤
国
保
制
度
改
革
（
都

道
府
県
単
位
化
）
に
つ
い

て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
市
町
村
ご
と
の

国
保
事
業
費
納
付
金
の
徴

収
と
標
準
保
険
料
率
の
提

示
を
東
京
都
が
行
い
、
市

町
村
は
そ
れ
に
基
づ
い
て

保
険
料
率
を
決
定
し
て
い

く
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。⑥

委
員
会
で
の
質
疑
応

答
で
は
、
保
険
料
率
が
ど

の
水
準
で
決
ま
る
の
か
と

い
う
質
問
に
対
し
て
、
市

は
23
区
の
所
得
水
準
が
高

く
保
険
料
率
も
高
い
、
こ
れ
を
26

市
に
押
し
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
、

公
平
な
観
点
か
ら
都
に
要
望
し
て

い
き
た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
医
療
水
準
と
所
得

水
準
に
応
じ
て
納
付
金
を
設
定
す

る
と
な
っ
て
い
る
）

（
橘
田
淑
子

事
務
局
長
）

2016年８月1日号 東京社保協ニュース ＮＯ．２７４

2



2016年８月1日号 東京社保協ニュース ＮＯ．２７４

3

中
野
共
立
病
院
・
中
野
共
立
診
療
所
有
志
「
無
料
、

い
の
ち
・
く
ら
し
・
雇
用
、
な
ん
で
も
相
談
」
実
行

委
員
会
は
、
毎
月
「
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

６
月
22
日
（
水
）
に
は
、
66
回
目
と
な
る
「
な
ん

で
も
相
談
会
」
を
中
野
駅
北
口
広
場
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
血
圧
を
気
に
し
て
「
血
圧
測
定
希
望
者
」

が
６
人
も
医
療
相
談
に
訪
れ
ま
し
た
。
20
代
の
大
学

生
が
、
独
居
で
生
活
が
不
規
則
に
な
り
が
ち
で
、
ど

う
し
た
ら
健
康
に
過
ご
せ
る
の
か
と
の
相
談
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
芸
能
事
務
所
か
ら
一
方
的
に
契
約
解
除
と

言
わ
れ
た
20
代
男
性
（
モ
デ
ル
風
）
に
は
、
契
約
解

除
の
正
当
な
事
由
が
な
け
れ
ば
事
務
所
の
行
為
は
無

効
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
後
見
人
に

つ
ぃ
て
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
相
談
は
14
件
、
参
加
ス
タ
ッ
フ
は
21
人
で

し
た
。
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東
京
都
議
会
宛
て
「
子
育
て
支
援

の
た
め
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

拡
充
と
子
ど
も
の
保
険
料
軽
減
を
求

め
る
」
陳
情
署
名
は
、
各
団
体
・
地

域
の
奮
闘
で
、
７
月
末
現
在
で
３
万

５
千
筆
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
陳
情
は
、
９
月
に
開
催
さ
れ

る
第
３
回
定
例
都
議
会
で
の
厚
生
委

員
会
の
審
査
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
陳
情
署
名

に
つ
い
て
は
、
８
月
末
を
目
途
に
最

終
集
約
と
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
引
き
続
き
こ
の
陳

情
署
名
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

現
在
集
約
さ
れ
て
い
る
署
名
と
合

わ
せ
、
期
日
ま
で
に
東
京
社
保
協

ま
で
署
名
用
紙
を
送
付
し
て
下
さ

い
。な

お
、
こ
の
陳
情
の
採
択
を
め

ざ
し
、
８
月
に
、
都
議
会
各
会
派

へ
の
要
請
行
動
に
取
り
組
み
ま
す
。


